





日本の生徒は西洋の同じ年代の生徒達より高い数学の得点を取ります。 1967年に HUSEN 
氏に、 13才の日本、アメリカ、中東、ならびにヨーロッパの国々の生徒に行われた調査の
結果によりますと、日本人生徒の平均数値は 31. 2でした。これは標準偏差に直せば 16.9で
した。逆にアメリカの生徒の平均得点はわずかに 16. 2でした。そして標準偏差は 13.3でし
た。それぞれの国で行われた全体の標準偏差値は 14. 9でした。日本とアメリカとの違いは
15. 0ポイントの差がありまして、ざっと 1 標準偏差の差がありました。つまり日本人生徒





はただ 4 科目しか取っていません。それらのうちの 2 科目は純粋又は応用数学でした。数
学は日本の生徒たちが優れた唯一の科目ではありません。理科の調査でも日本人生徒は高
いレベルを占めています。物理、生物学、化学、地学を含む研究には、日本人学生は一番
高い得点を記録しました。このテストは、 10才と 14才という 2 つのグループについて行わ
れました。このテストは、知識、理解、実験的方法につい問題を作り、そして解決する能
力を測るためのテストでした。これらのグループにおいて、日本人学生は 1 位を取りまし
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また別の IQの研究すなわちによって 2 才から 16才までのアメリカの白人の子供たちと比
較して日本人の IQを測った研究によれば、日本の 2 才から 6 才までの IQは、アメリカの白
人の子供達と比べてかなり低く、一方 6 -10才の子供たちについては IQにはあまり差があ
りませんでした。 10～ 16才の幅で見ると大変大きな差があって、日本人の子供の方がはる
かに高いわけです。
















均的な中学生の生活は、朝 1 : 15分に始まります。起きて服装を身につけて、朝食を早く
食べて 1 : 45分に学校ヘ出発するわけです。次の 20分間自転車に乗って学校ヘ行きます。
8 : 10分のベルに聞に合うようにスピードを出して行きます。次の 6 時聞は非常に背中が
痛くなるような椅子に座って、注意深く先生の話を聞きます。ほとんど先生と生徒との対
話のない状態で進むわけであります。やっと 2 : 30分になって教室を掃除してからサッカ
ーの練習ヘ行きます。 6 : 30分になって家に帰って夕食を阜くすませ、塾ヘ向かつて行っ



























































































日本の 18才の学生の約38% は、 413 の大学もしくは 531 の短期大学ヘ行くことになりま
す。この割合は、アメリカ合衆国と同じぐらいであり、かっイギリスやヨーロッパ諸国と
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